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もっと高く！もっともっと高く！／にこにここども園
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全員協議会
町の重点事業について徹底議論!
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令和元年度決算
総額２８２億円の成果を認定
令和元年度決算
総額２８２億円の成果を認定
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●●6 こんなことが決まりました
８月臨時会・９月定例会
こんなことが決まりました
８月臨時会・９月定例会

9月の
定例会

富岡町議会の
ホームページはこちらから



　令和２年９月定例会は９月15日から17日まで３日間の会期で開催しました。条
例の改正案件や人事案件、工事請負契約の締結及び変更案件、令和元年度決算認定、
令和２年度補正予算など、29件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決し
ました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問
いただしました。
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例の改正案件や人事案件、工事請負契約の締結及び変更案件、令和元年度決算認定、
令和２年度補正予算など、29件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決し
ました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問
いただしました。

令和元年度
決算審査

令和元年度
決 算

【引き続き適切な予算要求、前例に囚われない柔軟な創意工夫を求める】
坂本代表監査委員の審査意見
　令和元年度決算は、約282億円の決算規模となっているが、総体的には概ね適切に事
務処理が行われたものと判断する。予算編成にあたっては、明確な事業計画に基づく精密
な予算見積もりによる予算計上、情勢の変化にともなう更正や追加を適宜行い、安易か
つ過大な予算要求は厳に慎むとともに、予算主義の原則を厳守し、適切な予算要求を行い、
予算執行にあたっては、引き続き前例に囚われない柔軟な創意工夫により、地方自治法の
趣旨である最小の経費で最大の効果をあげるよう努めて頂きたい。

【一般会計　223億円、  特別会計59億円　合計 282億円】

９月定例会報告

【敬老会開催】

【アーカイブ施設整備】

【JR夜ノ森駅整備】 【桜まつり開催】

【移動図書館車輌購入】

総額282 億円の成果を認定！

アーカイブ施設整備事業費 ２億5923万円
全体工事費（概算）19億9889万円の令和元年度支出分

【防災備蓄倉庫整備】

防災事務諸経費　　　　   ４億6080万円　
（委託料・工事請負費等）

東日本旅客鉄道株式会社負担金  ３億6180万円
全体事業費12億8867万円中の令和元年度支出分

図書館事業費　                      5781万円
（図書購入費・車両購入費・司書派遣委託料等）　　　

敬老会事業費　    　　　　　　2099万円
（敬老会・敬老祝金支給事業費）　　　

工業団地事業費　　　　　 ７億1489万円
全体工事費：40億4238万円中の令和元年度支出分

【営農再開支援】

営農再開支援事業費　　　　 ２億3324万円
（営農再開支援事業補助金他）

桜まつり事業費　　　　　　     1835万円
（委託料他）

定例会の
あらまし

【富岡産業団地整備】
継続 継続
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歳入（収入）の主なもの歳出（支出）の主なもの 歳出（支出）178億7669万円 歳入（収入）222億8759万円
●総務費（全般的な管理に要する経費、徴税費

や選挙費なども含まれる。）
　･････････････････････････  71億3142万円

●民生費（町民が一定水準の生活と安定した社会
生活を送るために必要な経費）　

　･････････････････････････  18億3845万円
　・社会福祉費･････････････  13億6393万円
　・児童福祉費･････････････   ２億9383万円
　・災害救助費･･････････････ １億8069万円

●衛生費（町民が健康で衛生的な生活環境を保
持するための経費）

　･･････････････････････････ ３億8396万円
　・保健衛生費･･････････････ ２億2675万円
　・清掃費･･････････････････ １億4594万円
　・上水道費･･･････････････････  1127万円

●農林水産業費（農林水産業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  19億4418万円
　・農業費･････････････････  18億9365万円
　・林業費･････････････････････  4917万円
　・水産業費･････････････････････ 136万円

●商工費（商工業の振興に要する経費）
　･････････････････････････  15億2115万円

●町税（皆さんが町に納めた税金）
　･････････････････････････  22億4838万円
　・町民税　････････････････ ８億9145万円
　・固定資産税･････････････  12億6109万円
　・軽自動車税･･････････････････ 2217万円
　・町たばこ税･････････････････  7367万円

●繰入金 （収入の不足を補うために、基金（貯金）
等から取り崩したお金）

　･････････････････････････  76億8347万円
　・特別会計繰入金･････････････   1478万円
　・基金繰入金 ････････････  76億6869万円

●繰越金（前年度から繰り越されたお金）
　･････････････････････････  39億6572万円

●諸収入（雑入など、その他の収入）
　･････････････････････････････３億12万円

●使用料及び手数料（住民票などの手数料収入）
　･･････････････････････････････ 6099万円

●国庫・県支出金（特定の目的のために国や県
から交付されたお金）

　･････････････････････････  53億7929万円
　・国庫支出金･････････････  45億7529万円
　・県支出金･････････････････ ８億400万円

●土木費（道路、公営住宅等の建設、維持管理に要する経費）
　･･････････････････････････････････ 23億7401万円

●消防費（防犯防火に要する経費）
　…………………………………………… 10億9145万円

●教育費（教育に要する経費）
　…………………………………………… 12億5494万円

●公債費（町の借金返済に要する経費）
　････････････････････････････････････ １億627万円

●地方譲与税（国が徴収した自動車重量税などから配分
されたお金）

　･･････････････････････････････････････  6147万円

●各種交付金
　･･･････････････････････････････････ ２億8987万円

●地方交付税（税収不足を補うために国から配分されたお金。
財源は所得税や法人税などの国税の一部）

　･･････････････････････････････････ 21億4348万円

【震災前の平成22年度から令和元年度までの一般会計歳出決算の推移】
71億

9866万円

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

86億
9334万円

79億
8402万円

84億
8917万円

111億
4608万円

140億
2119万円

220億
4243万円

236億
9184万円

平成30年度 令和元年度

199億
7092万円

178億
7669万円

200億

100億

0

令和元年度 決算
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町税
22億4838万円

（10.1%）

繰入金
76億8347万円

（34.5%）

国庫支出金
45億7529万円

（20.5%）

地方交付税
21億4348万円

（9.6%）

町債（借入金）
170万円（0.0%）

県支出金
8億400円

（3.6%）

各種交付金
2億8987万円

（1.3%）

地方譲与税
6147万円（0.3%）

使用料及び
手数料
6099万円（0.3%）

分担金及び
負担金
1512万円（0.1%）

財産収入
8938万円

（0.4%）

寄附金
4860万円

（0.2%）

繰越金
39億6572万円

（17.8%）

諸収入
3億12万円（1.3%）

総務費
71億3142万円

（39.9%）

民生費
18億3845万円

（10.3%）

衛生費
3億8396万円（2.1%）

公債費
1億627万円（0.6%）

議会費
1億25万円

（0.6%）

商工費
15億2115万円

（8.5%）

労働費
3000円（0.0%）

農林水産業費
19億4418万円

（10.9%）

土木費
23億7401万円

（13.3%）

消防費
10億9145万円

（6.1%）

教育費
12億5494万円（7.0%）

災害復旧費
1億3061万円（0.7%）

会計区分 一般会計 特別会計 国民健康
保険事業

蛇谷須特環
下水道事業

公共下水道
事業

農業集落
排水事業

歳 入 222億8759万円 58億6826万円 27億3029万円 1442万円 ７億3021万円 １億4536万円
歳 出 178億7669万円 54億1308万円 25億4380万円 985万円 ６億7706万円 １億3814万円

歳入歳出比較 44億1090万円 ４億5518万円 １億8649万円 457万円 5315万円 722万円

会計区分
特 別 会 計

合　　計曲田土地区画
整理事業 介護保険事業 後期高齢者

医療事業
介護サービス

事業
歳 入 ３億794万円 18億8187万円 5060万円 757万円 281億5585万円
歳 出 ２億8727万円 17億342万円 4739万円 615万円 232億8977万円

歳入歳出比較 2067万円 １億7845万円 321万円 142万円 48億6608万円

【令和元年度一般会計及び特別会計決算を全会一致で認定】
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定例会・臨時会　工事契約・工事変更契約・人事案件定例会・臨時会　審議議案一覧
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［富岡駅前道路整備は最終工程へ］
　曲田都市計画街路４号線整備工事
の請負契約について、可決しました。

（８月臨時会）　全会一致　原案可決
【工事請負契約の概要】
○工 期　令和３年３月30日まで
○契約金額　１億3530万円
○工事概要  

道路新設改良事業であり、JR富岡
駅南側跨線橋の一部、施行延長
340mの道路築造工、道路舗装工等

○契約相手方  
富岡町大字本岡字王塚332－３
株式会社　高葉建設

［カントリーエレベーター工期延長］
　富岡町カントリーエレベーター敷
地造成工事の契約金額の変更及び工
期の延長について、可決しました。

（９月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工 期　令和２年11月30日
　　　　　　までを
　　　　　   令和３年２月26日
　　　　　　に変更
○契約金額
　（変更前）　8737万3000円
　（変更後）　9496万1900円
〇変更理由  

敷地造成工事において、造成計画
勾配の変更、上水道計画及び防火
水槽計画位置等を変更し、下水道
工事による資材変更、交通誘導員
増による契約金額増額及び開発許
可申請、新型コロナウイルスの影
響により工期を延伸するもの

［学びの森舞台照明設備更新］
　富岡町文化交流センター舞台照明
設備更新工事の請負契約について、
可決しました。

（９月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工 期　令和３年３月25日まで
○契約金額　8943万円
○工事概要  

調光基盤と付帯設備の更新と、
LEDライトへの対応に係る専用コ
ネクタ、電源供給用コンセントの
増設等

○契約相手方  
　仙台市青葉区五橋１－６－２
　株式会社 松村電機製作所 東北支店

駅前にぎわいに欠かせない都市計画街路４号線関係機材生産終了により更新される調光設備

工
事
契
約

工
事
契
約

【
８
月
臨
時
会
】

曲
田
都
市
計
画
街
路
整
備

問　
町
道
部
の
完
成
が
年
度
内
と

い
う
こ
と
だ
が
、
供
用
開
始
時
期

の
目
標
は
。（
堀
本
典
明
）

答　
都
市
整
備
課
長

　

県
道
す
り
付
け
部
の
調
整
を
実

施
し
て
お
り
、
県
と
も
年
度
内
の
完

成
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
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致
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
早
々
に
は
供
用

開
始
で
き
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

【
９
月
定
例
会
】

舞
台
照
明
更
新
工
事

問　
震
災
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
更
新
か
。
ま
た
、
今
後
の
設

備
更
新
の
予
定
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
生
涯
学
習
課
長

　

震
災
関
連
の
修
繕
は
平
成
29
年

度
に
実
施
済
で
あ
り
老
朽
化
や
生

産
終
了
等
に
係
る
更
新
と
な
り
ま

す
。

　
メ
ー
カ
ー
の
更
新
推
奨
時
期
を

参
考
に
、
随
時
各
設
備
の
更
新
を

実
施
予
定
で
す
。

質

応
疑疑

答答
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事
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更
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工
事
変
更
契
約

人
事
案
件

人
事
案
件

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
現
教
育
委
員
で
あ
る

大
和
田　

勲
さ
ん
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
10
月

1
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

（
９
月
定
例
会
）

賛
成
９
票
・
反
対
０
票

【
ご
挨
拶
】

　
町
内
で
の
学
校
が
再
開
さ
れ
、
児
童
生
徒

の
数
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
学

校
の
統
合
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
教

育
環
境
を
整
備
す
る
重
要
な
時
期
と
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
一
期
目
の
経
験
を
生
か
し
、
引
き
続
き
教
育

環
境
の
充
実
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
に

大
和
田　
勲
さ
ん
を
再
任

大和田　勲さん

令和２年第６回臨時会で審議した議案とその結果

令和２年第７回９月定例会で審議した議案とその結果

上程議案・概要 結　　果

◆工事請負契約

議案第59号　工事請負契約について
曲田都市計画街路４号線整備工事の請負契約の締結について 全員賛成　原案可決

上程議案・概要 結　　果
◆人事案件
議案第60号　富岡町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

（富岡町教育委員会委員の任期満了に伴う再任について議会の同意を求める）　　　　　　＜P.6＞ 全員賛成　同意

◆条例の一部改正
議案第61号　富岡町電源立地地域対策交付金公共用施設整備基金条例の一部を改正する条例

（福島第二原子力発電所廃炉に伴う原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金を積み立てる為） 全員賛成　原案可決

議案第62号　富岡町公共用施設維持運営基金条例の一部を改正する条例
（福島第二原子力発電所廃炉に伴う原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金を積み立てる為） 全員賛成　原案可決

議案第63号　富岡町電源立地地域対策交付金公共用施設維持基金条例の一部を改正する条例
（福島第二原子力発電所廃炉に伴う原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金を積み立てる為） 全員賛成　原案可決

議案第64号　富岡町交通災害共済等に関する条例の一部を改正する条例について
（関係法令の改廃及び富岡町児童館の廃止に伴う改正） 全員賛成　原案可決

◆条例の廃止
議案第65号　富岡町公設地方卸売市場条例を廃止する条例について

（卸売市場法及び福島県卸売市場条例の改廃等に伴う廃止） 全員賛成　原案可決

◆字区域の変更及び画定
議案第66号　字区域の変更及び画定について

（富岡都市計画事業曲田土地区画整理事業に伴い、字の区域の変更及び画定をしようとするもの）
賛成多数　原案可決

（討論なし）

◆工事請負契約
議案第67号　工事請負契約について
富岡町文化交流センター舞台照明設備更新工事の請負契約の締結について　　　　　　　＜P.6＞ 全員賛成　原案可決

◆工事請負契約の変更
議案第68号　工事請負契約の変更について
富岡町カントリーエレベーター敷地造成工事に係る工事請負契約の一部変更について　　＜P.6＞ 全員賛成　原案可決
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基金積立・新型コロナ対策 増額一般会計一般会計

《17億7633万円を増額補正》
基金積立・新型コロナ対策による増額

事　業　内　容  （費　目　名） 補 正 予 算 額
新生児特別定額給付金事業費（通信運搬費・給付金） 1006万円増

システム管理運営費（テレワーク・リモート会議等環境整備費） 5886万円増

町勢振興基金積立金 20億22万円増

道路新設改良事業費（東日本旅客鉄道株式会社負担金） 2563万円減

曲田土地区画整理事業特別会計繰出金 1917万円減

公共下水道事業特別会計繰出金（蛇谷須地区特環下水道事業含む） 6700万円減

富岡町内防火防犯パトロール事業費（委託料） 1億3788万円減
小・中学校教育用コンピュータ整備事業費
（ネットワーク整備・PC等賃借料） 972万円増

体育施設管理費（指定管理委託料） 7328万円減

その他 2043万円増

　町勢振興基金積立及び新型コロナウイルス対策による環境整備等による増額計上により17億
7633万円の増額補正を行い、総額222億5619万円となりました。補正のあった主な事業は下
表のとおりです。

（
一
般
会
計
　
歳
出
）

問　
中
学
校
施
設
に
係
る
工
事

費
内
訳
に
つ
い
て
示
せ
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
教
育
総
務
課
長

　

解
体
中
の
第
二
中
学
校
施
設

内
で
水
漏
れ
が
発
生
し
、
北
側
町

道
の
水
道
管
入
れ
替
え
工
事
が
必

要
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
特
別
会
計
　
歳
出
）

問　
蛇
谷
須
地
区
の
下
水
道
に

つ
い
て
、
現
在
何
軒
程
度
の
使

用
実
績
と
な
っ
て
い
る
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
都
市
整
備
課
長

　

5
月
時
点
で
12
軒
の
使
用
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い

く
の
か
。
水
質
保
全
へ
の
努
力

を
願
う
。（
渡
辺
三
男
）

答　
都
市
整
備
課
長

　
流
量
が
増
え
活
性
汚
泥
が
育
つ

よ
う
な
維
持
管
理
及
び
コ
ス
ト
縮

減
に
努
め
ま
す
。

【
令
和
2
年
度
補
正
予
算
】

（
一
般
会
計
　
歳
入
）

問　
原
子
力
事
故
損
害
賠
償
金

の
内
訳
に
つ
い
て
示
せ
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
総
務
課
長

　
本
年
度
収
入
し
て
い
る
賠
償
金

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
～
27

年
度
分
の
応
急
仮
設
住
宅
修
繕

費
、
維
持
管
理
費
及
び
図
書
館
シ

ス
テ
ム
の
賃
借
料
で
す
。
実
績
に

基
づ
き
補
正
し
た
も
の
で
す
。

問　
賠
償
金
も
大
事
な
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
協
議
願
う
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
総
務
課
長

　
精
査
し
、
東
京
電
力
と
し
っ
か

り
協
議
し
合
意
に
む
け
て
対
応
し

ま
す
。

質

応
疑疑

答答

定例会　補正予算

富岡産業団地・防災備蓄倉庫を視察
　　　　　　　　　　現状を確認!!

決算認定に係る
現地視察

　令和２年９月16日、決算認定に伴う現地調査を実施しました。調査実施箇所は、富岡産業
団地と防災備蓄倉庫（拠点倉庫）です。

【富岡産業団地整備事業】
○工 　 　 期：平成30年12月17日から令和３年３月19日迄
　　　　　　　  ※第１期供用開始　令和２年４月１日から
○工 事 費：全体工事費　40億4237万5420円
　　　　　　　  （令和元年度支出額７億1489万円）
○工事請負者：宮城県仙台市青葉区大町二丁目８番33号
　　　　　　　  西松建設株式会社　北日本支社
○工事の概要：総面積　約33.7ha　工場用地面積　22.2ha

特例産業団地に指定されている産業団地です。
企業立地に関する様々な補助制度を有し、町の新
たな産業創出の拠点として期待されています。

（令和３年４月１日全面供用開始予定）

【防災備蓄倉庫整備事業】 ※拠点・北部・南部の３施設
○工 　 　 期：令和元年７月26日から令和２年３月26日迄
○工 事 費：４億4120万8900円（３施設合算）
○工事請負者：①拠点倉庫：桂建設株式会社
　　　　　　　  ②北部倉庫：丸川建設株式会社
 　　　　　　　 ③南部倉庫：株式会社　倉伸
○施 設 概 要：災害時に必要となる食糧や飲料水、避難所運営の

資機材を保管するための倉庫であり、拠点倉庫に
ついては町内３箇所に整備した防災備蓄倉庫のう
ち最大規模の施設であり、関係機関からの支援物
資の搬入出の役割も有しています。

質問

質問

Q　産業団地敷地内に信号機を設置するような検討は。　　　　　　　 （佐藤啓憲議員）
A　警察、公安委員会と協議した上で付けない方がよいという判断にいたりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （都市整備課）

Q　敷地内公園の利用対象者及び活用方法についての考えは。             （渡辺正道議員）
A　原則として産業団地内の緑地という位置付けであり、団地内で勤務する方や周辺住

民の方が利用できる健康遊具、ランニングコース等を設置予定です。
町の防災上の避難所として位置付けはしていませんが、事業者へは各事業者の一時
避難所としての案内をしています。                                                  （都市整備課）

Q　備蓄品について、保存期間限度まで備蓄し、一斉に交換時期を迎えるようなことに
ならないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （安藤正純議員）

A　備蓄品については、町内の居住人口を見定めながら、段階的に確保し、一斉に交換
時期を迎えることのないよう対応します。　　　　　　　　　　　　　（生活環境課）

Q　入口のシャッターは非常時電源喪失した際でも開閉は可能か。      （佐藤啓憲議員）
A　開閉は原則手動で行います。万が一の場合は防火水槽からの水圧で開閉できるシス

テムも備えています。                                                  　　　　　 （生活環境課）

先行供用開始区画を視察

災害時の拠点倉庫を視察
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一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

４議員が
質　問

動画配信中！

ズバリ うを

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

■堀本　典明 議員 …………………… 12
◯新たな復興再生拠点として早期に除染、解体を
◯長期にわたる防草対策に補助を

２

■ 佐藤　啓憲 議員 …………………… 11
◯国際教育研究拠点誘致について
◯ふるさと納税に返礼品の活用を
◯スクリーニング場の移転検討を

1

宮本　皓一 町長宮本　皓一 町長

宮本町長
一般町政報告

■ 渡辺　三男 議員 …………………… 13
◯農地除染完了後の土地利用計画は
◯国際教育研究拠点誘致への取組みは

3

９月定例会の一般質問に４議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。　

■ 遠藤　一善 議員 …………………… 14
◯特定復興拠点の避難指示解除工程は
◯放課後子ども預かり施設の改善を

4

とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号11 1010

佐藤 啓憲 議員

問
答

国際教育研究拠点誘致について
意向調査に向け、町の優位性を整理

ズバリ！！ 町政を問う

問　
国
際
教
育
研
究
拠
点

の
誘
致
に
つ
い
て
、
今
後

の
定
住
促
進
と
交
流
人
口

増
加
の
た
め「
全
町
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
」と
考
え
る

が
、
誘
致
に
向
け
た
現
在

の
検
討
状
況
は
。

答　
町
長

　
こ
れ
ま
で
親
交
を
深
め
て

き
た
各
大
学
等
と
意
見
を
交

わ
し
つ
つ
、
研
究
拠
点
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
な
が
ら
、
県
が
実
施
す

る
意
向
調
査
に
向
け
て「
地

理
的
・
歴
史
的
背
景
等
の
優

位
性
」を
整
理
し
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

問　
研
究
を
通
し
た
人
づ

く
り
、
新
し
い
発
想
を

持
っ
た
優
秀
な
人
材
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く

か
、
地
元
企
業
と
し
て
も

期
待
が
高
い
と
思
う
。
町

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

み
て
は
。

答　
企
画
課
長

　
先
般
、
町
民
有
志
と
の
勉

強
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
勉
強
会
に
お
い
て
、
自

治
体
の
特
徴
・
住
民
の
思

い
・
地
域
発
展
の
可
能
性
等
、

報
告
い
た
だ
い
た
様
々
な
意

見
を
参
考
に
今
後
も
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
今
後
の
町
の
教
育
機

能
充
実
に
つ
い
て
、
研
究

拠
点
の
強
み
を
生
か
し
た

中
・
高
等
教
育
構
想
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
教
育
長

　
こ
れ
ま
で
小
中
学
校
三
春

校
、
富
岡
校
共
に
大
学
生
と

の
交
流
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
教
育
研
究
拠
点
の
誘
致

に
よ
り
更
な
る
キ
ャ
リ
ア
育

成
の
可
能
性
に
期
待
し
つ
つ
、

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

答　
町
長

　
帰
町
開
始
よ
り
４
年
目
を

迎
え
、
町
内
で
の
農
産
物
栽

培
面
積
も
徐
々
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
返
礼
品
の

設
定
に
よ
り
地
場
産
品
の
消

費
拡
大
と
当
町
Ｐ
Ｒ
の
観
点

か
ら
町
観
光
協
会
等
と
連
携

し
、
運
用
開
始
を
目
指
し
努

め
ま
す
。

問　
部
所
を
超
え
て
横
断

的
に
取
り
組
む
役
場
内
部

の
組
織
体
制
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
総
務
課
長

　
体
制
は
総
務
課
を
窓
口
と

し
、
返
礼
品
の
研
究
・
検
討

は
産
業
振
興
課
、
企
画
課
、

税
の
控
除
等
で
税
務
課
と
引

き
続
き
横
断
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
富
岡
町
は
震
災
以
降

の
状
況
か
ら
、
各
種
寄
付

金
の
お
願
い
を
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金

実
績
と
活
用
実
績
は
。

答　
町
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を

年
平
均
で
41
件
、
６
５
５
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
購
入
や
夜
の
森
桜
並

木
の
保
全
な
ど
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
現
状
は
、
返
礼
品
の

無
い
寄
付
の
み
と
し
て
い

る
が
、
今
後
の
産
業
拡
大

と
地
場
産
品
利
用
促
進
と

し
て
、
返
礼
品
制
度
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

問　
町
政
懇
談
会
に
お
い

て
帰
還
困
難
区
域
退
域
後

に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
な
い
車
両
が
解
除
区

域
を
通
過
す
る
こ
と
に
つ

い
て
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
利
便
性
向
上

も
含
め
毛
萱
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
場
を
夜
の
森
近
辺
に

移
転
し
て
は
ど
う
か
。

答　
町
長

　
条
件
に
沿
う
適
地
を
洗
い

出
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
安

全
・
安
心
と
利
便
性
向
上
の

た
め
国
と
協
議
を
進
め
ま
す
。毛萱スクリーニング場

問答
ふ
る
さ
と
納
税
に
返
礼
品
の
活
用
を

生
産
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
運
用
を
開
始
す
る

問答
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

場
の
移
転
検
討
を

利
便
性
向
上
の
為
、

国
と
協
議
す
る
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問
答

新たな復興再生拠点として早期に除染、解体を
町全体の発展に向けた重要課題と認識

問　
拠
点
区
域
外
に
あ
る

既
存
の
町
道
、
県
道
を
利

用
し
、
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
整

備
計
画
し
、
新
た
な
復
興

再
生
拠
点
と
し
て
早
期
に

除
染
、
解
体
を
。

答　
町
長

　
拠
点
区
域
外
の
早
期
再
生
、

ま
た
将
来
を
見
据
え
た
土
地

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

町
全
体
の
発
展
に
向
け
た
重

要
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
検
討
を
進
め
ま
す
。

問　
拠
点
外
の
地
域
10
キ

ロ
ぐ
ら
い
の
コ
ー
ス
を
検

討
し
た
。
単
純
な
工
事
費

だ
け
で
も
か
な
り
高
額
に

な
る
と
考
え
る
。
用
地
購

入
、
獣
害
の
対
策
、
交
通

安
全
対
策
な
ど
も
入
れ
ば
、

単
独
費
で
賄
う
に
は
費
用

対
効
果
は
ど
う
な
の
だ
と

い
う
よ
う
な
考
え
も
出
る

が
、
検
討
が
進
ん
で
い
る

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
絡

め
た
、ラ
ン
ナ
ー
ズ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ス
タ
ー

ト
場
所
に
す
る
と
い
う
検

討
状
況
に
変
わ
り
は
な
い

か
。

答　
企
画
課
長

　

今
年
３
月
に
作
成
い
た
し

ま
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
町
全
域
に
波
及
効
果

の
あ
る
事
業
計
画
を
検
討

す
べ
き
。
除
染
で
出
た
土

壌
の
仮
置
場
と
し
て
町
の

た
め
に
協
力
し
た
地
域
で

あ
り
、
し
っ
か
り
除
染
後

解
除
し
て
復
興
で
き
る
よ

う
に
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

検
討
状
況
等
に
進
捗
が

あ
っ
た
場
合
速
や
か
に
情

報
共
有
を
。

答　
企
画
課
長

　
拠
点
区
域
外
に
お
け
る
一

番
主
要
に
な
る
の
は
広
野
︱

小
高
線
で
す
が
、
方
針
が
明

確
に
出
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
県
に
対
し
て
要

望
し
て
い
ま
す
。
提
案
の
点

に
つ
い
て
も
、
県
に
は
伝
え

ま
す
。

問　
家
屋
解
体
が
進
み
、

宅
地
の
維
持
管
理
に
課
題

が
あ
る
。
除
草
剤
の
配
布

等
対
応
を
し
て
い
る
が
、

個
人
で
の
対
応
に
も
限
界

が
あ
る
。
防
草
シ
ー
ト
の

設
置
等
長
期
に
わ
た
る
防

草
対
策
に
補
助
を
行
い
、

個
人
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
で
、
防
犯
、
防
火
、
町

内
の
美
観
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

答　
町
長　

　
長
期
に
わ
た
る
防
草
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
効

果
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
負

担
の
可
否
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

問　
荒
れ
て
い
る
宅
地
が

多
い
状
況
で
は
、
移
住
、
定

住
に
も
支
障
を
き
た
す
と

考
え
る
。
避
難
指
示
が
出

て
除
染
、
解
体
が
進
ん
で
い

る
地
域
で
同
じ
よ
う
な
状

況
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
連

携
し
て
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
て
模
索
し
て
ほ
し
い
。

答　
生
活
環
境
課
長　

　
避
難
指
示
が
出
て
い
た
町

村
は
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
と
認
識
し
て
ま
す
。

課
題
を
し
っ
か
り
と
各
町
村

で
共
有
し
な
が
ら
今
後
対
策

を
練
っ
て
い
き
ま
す
。

問答
長
期
に
わ
た
る
防
草
対
策
に
補
助
を

効
果
等
を
見
極
め
な
が
ら
負
担
の

可
否
に
つ
い
て
も
検
討

問
答

農地除染完了後の土地利用計画は
将来の営農再開を見据えた事業展開を

ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

問　
国
道
６
号
線
西
側
の

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
の
農
地
に
つ
い
て
、
耕

作
放
棄
地
が
出
な
い
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
町
の
考
え

は
。

答　
町
長

　
農
地
の
再
荒
廃
防
止
の
観

点
か
ら
新
夜
ノ
森
・
川
田
地

区
農
業
復
興
組
合
が
保
全
管

理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
新

規
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業

を
最
大
限
活
用
し
、
農
業
法

人
の
参
入
促
進
を
図
る
な
ど
、

将
来
の
営
農
再
開
を
見
据
え

た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

問　
国
道
６
号
線
東
側
に

つ
い
て
、
除
染
後
に
農
地

へ
戻
す
の
で
は
な
く
、
関

係
者
間
調
整
の
上
、
造
成

し
工
業
用
地
と
す
れ
ば
利

用
価
値
の
高
い
場
所
に
な

る
と
考
え
る
が
。

答　
町
長

　
拠
点
区
域
外
の
土
地
活
用

は
沿
道
型
商
業
活
性
化
ゾ
ー

ン
と
農
用
地
活
用
ゾ
ー
ン
に

位
置
付
け
て
お
り
、
提
案
の

工
業
用
地
も
有
効
な
再
生
手

段
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

問　
国
道
６
号
線
の
東
側

は
現
在
、
仮
置
場
と
し
て

環
境
省
で
使
用
し
て
お
り
、

農
地
に
戻
す
前
に
利
活
用

の
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

答　
企
画
課
長

　
土
地
の
再
生
は
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
契
約
の
面
か
ら

は
農
地
へ
の
原
状
回
復
は
当

然
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
議

論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
状

況
の
為
、
引
き
続
き
検
討
を

進
め
ま
す
。

問　
避
難
指
示
が
出
て
い

た
地
域
へ
の
立
地
を
基
本

に
生
活
環
境
、
交
通
ア
ク

セ
ス
を
考
え
選
定
す
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
当

町
へ
の
誘
致
に
際
し
、
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。

答　
町
長

　
研
究
拠
点
に
関
す
る
様
々

な
情
報
収
集
、
県
や
大
学
等

と
の
意
見
交
換
を
実
施
す
る

な
ど
、
広
域
的
な
視
点
を

も
っ
て
、
積
極
的
に
迎
え
入

れ
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

問　
誘
致
で
き
た
際
に
大

規
模
な
用
地
が
必
要
に
な

る
と
考
え
る
。
そ
の
候
補

地
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
企
画
課
長

　
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

国
際
教
育
研
究
拠
点
の
全
容

が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず

各
自
治
体
が
様
々
な
規
模
感

で
検
討
を
進
め
て
い
る
状
況

で
す
。 

　
町
と
し
て
は
、
交
通
ア
ク

セ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状

況
等
大
小
数
か
所
の
候
補
地

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

家屋解体後の宅地に雑草が繁茂

方針の決まらない復興再生拠点区域外（帰還困難区域）

今後の利活用が課題となる拠点区域外の仮置場

問答
国
際
教
育
研
究
拠
点
誘
致
へ
の
取
組
み
は

積
極
的
に
迎
え
入
れ
る
為
の
準

備
を
進
め
て
い
る

渡辺 三男 議員 堀本 典明 議員
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問答
放
課
後
子
ど
も
預
か
り
施
設
の
改
善
を

体
制
及
び
内
容
の
充
実
に
取
り
組
む

とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号15 1414

問
答

特定復興拠点の避難指示解除工程は
令和４年春の準備宿泊開始が理想

ズバリ！！ 町政を問う

問　
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
は
、
令
和
５
年
春
の

避
難
指
示
解
除
を
目
指
し

解
体
、
除
染
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
現
在
の
除
染
の

進
捗
状
況
か
ら
み
る
と
、

避
難
指
示
解
除
の
前
倒
し

が
可
能
と
考
え
る
が
、
避

難
指
示
解
除
に
向
け
た
今

後
の
具
体
的
工
程
は
。

答　
町
長

　
避
難
指
示
解
除
に
向
け
て

は
、
除
染
や
建
物
解
体
の
進

捗
や
放
射
線
量
の
推
移
を
見

極
め
る
こ
と
が
大
前
提
と
な

り
ま
す
が
、
避
難
指
示
解
除

の
約
１
年
前
と
な
る
令
和
４

年
春
に
は
準
備
宿
泊
を
開
始

す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
準
備
宿
泊
の
開
始
前

に
立
入
り
緩
和
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
企
画
課
長

　
立
入
り
規
制
緩
和
は
、
現

在
国
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

問　
特
定
復
興
再
生
拠
点

以
外
の
避
難
指
示
解
除
に

向
け
、
解
体
・
除
染
を
町

及
び
地
元
業
者
が
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

一
日
も
早
い
除
染
の
着
手

を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答　
町
長

　
除
染
作
業
を
熟
知
し
た
地

元
企
業
が
積
極
的
に
関
わ
れ

る
こ
と
で
地
域
に
寄
り
添
っ

た
丁
寧
な
除
染
、
さ
ら
に
は

地
元
企
業
の
育
成
・
地
域
経

済
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
国
と
の
協

議
を
進
め
ま
す
。

問　
今
後
の
人
口
増
を
考

え
て
い
く
と
き
、「
国
際
教

育
研
究
拠
点
に
関
す
る
最

終
取
り
ま
と
め
」に
、「
研

究
者
の
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

働
け
る
生
活
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
」と
あ
り
、

若
手
研
究
者
や
そ
の
家
族

は
も
と
よ
り
、
町
内
で
働

く
若
い
世
代
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
等
の
子
ど
も
預

か
り
施
設
が
必
要
で
は
。

答　
教
育
長　

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の

子
ど
も
預
か
り
施
設
は
、
研

究
拠
点
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

現
在
の
在
校
生
や
今
後
移
住

し
て
く
る
方
々
に
お
い
て
も

必
要
と
な
る
施
設
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
そ
の

体
制
・
内
容
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
形

で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
総
務
課
長　

　
学
校
の
余
裕
教
室
を
用
い

て
預
か
り
を
実
施
し
て
お
り
、

小
学
生
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

出
発
時
間
ま
で
支
援
員
や
図

書
館
司
書
な
ど
と
過
ご
し
て

い
ま
す
。

問　
学
校
と
は
別
な
場
所

に
、
震
災
前
の
児
童
館
機

能
を
持
つ
施
設
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、

学
校
外
で
の
子
ど
も
預
か

り
施
設
の
考
え
は
。

答　
総
務
課
長　

　
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

け
ば
施
設
の
必
要
性
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ

ま
で
の
過
程
の
中
で
、
今
あ

る
施
設
を
ど
う
運
用
し
、
利

用
し
て
い
く
の
か
、
全
庁
を

挙
げ
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

除染が進む特定復興再生拠点区域

バス出発まで教室で過ごす小学生

遠藤 一善 議員

新型コロナウイルス感染症に対する
富岡町議会の対応について

富岡町議会では下記の対応を実施しています。

新型コロナウイルス感染症に関する議長あいさつ

【町内居住者の感染報告を受け、町執行部と意見交換を実施しました】
○令和２年９月11日（金）開催 
○概要：①町執行部からの状況説明及び情報提供を受けました。
　　　　②議会から執行部へ感染拡大防止対策の為、個人情報へ配慮しつ

　つ、県からのより詳細な情報提供を求めるよう要望しました。 

　長期にわたり、新型コロナウイルス感染症対策及びその治療等に日々、ご尽力いただいている保
健・医療関係者の方々や、感染症の拡大防止にご協力をいただいている町民の皆さま、事業者の方々
に、心より御礼を申し上げます。
　全国的に感染者数が増加する中、去る９月９日には、町内においても１名の感染者が確認されま
した。富岡町議会としましても、可能な限り「感染しない、拡大させない」との強い想いから、「３
密を避けること」、「身体的距離の確保」、「手洗い・消毒の励行」、「マスクの着用」など、自らの感
染防止と感染拡大防止のための行動を徹底しているところであります。
　また、議員全員と協議の場を設け、富岡町議会として主催する不特定多数の方々との接触可能性
がある研修や行事について、今年度については原則参加・開催を見送る旨決定したところです。
　引き続き、町執行部と緊密に連携を図りながら、町民の皆さまの生命と生活を守るため、全力で
活動してまいりますので、ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。

富岡町議会　議長　高橋　実　

①議会議事堂の座席数を制限し、身体的距離を
確保しています。傍聴可能な人数は25名迄と
なっておりますので、皆さまのご理解をお願
いいたします。

②議会議事堂入口に消毒液を設置、手指消毒を
徹底しています。

※傍聴席入口にも消毒液を設置しております。

【富岡町議会からの傍聴に関してのお願い】
　議会傍聴に際しましては、マスクの着用、体温測定、手指消毒の徹底等ご協力をお願いいたしま
す。体調が悪い場合の傍聴はご遠慮ください。

③議長席・演台・質問席にアクリル板を設置し、飛沫飛散対策
をしています。

※パネル設置席においては、マスクを外しての発言を許可してお
ります。各休議の際にアルコール消毒液による拭きとりも実施
しています。
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【
所
管
課
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○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
出
納
室

○
議
会
事
務
局

Q 王塚団地周辺の除草等は実施されたが、道路沿い
の竹薮が残されたままであるため、早期の対応を
求める。

《 町営王塚団地の道路側竹薮の早期伐採を 》

A 竹薮の敷地が県の所有となっており、対応を依頼して
いるが、予算等の関係で遅延しています。引き続き早
期対応を申し入れます。

【総務課】

Q 解体が完了した合宿センターだが、人口や利用者数等を踏まえれば新たに整備する
のは難しいと考えるが、今後どうするか、方向性や思いは。

《 合宿センター整備、慎重な検討を望む 》

A 建設費、維持費等も膨大となるため、当面は施設利用者への宿泊費補助を継続し、拡
充等検討しつつ、整備については慎重に検討していきます。

【生涯学習課】

Q 昨今の大規模な自然災害発生時の対策として、公共用施設、避難所等への再
エネ設備導入が有効と考える。スケジュールや目標などの提示を。

《 避難所等へ再エネ設備導入検討を 》

A 再エネ設備等導入に係るエネルギービジョンを今年度内に策定予定です。避難所等へ
の再エネ設備導入可能性調査も年度内策定を目標に進めていきます。

【企画課】

Q プロポーザル方式による業者選定の内容が分かりにくい為、プロセスやどのよ
うな理由で選定したか必要な情報を公表していただきたい。

《 業者選定根拠資料の公表を 》

A 各提案の最終的な点数や批評、評価を事業者名は伏せた形で公表は可能であり、対応
するよう、各課へ指導します。　 【総務課】

Q 郡山に居住する住民の交流、集会の場の確保が求め
られている。支所移転に伴い物件の確保等の検討を
願う。

《 郡山支所の移転に伴い、町民の交流の場確保を願う 》

A 移転先でのスペースの確保は困難であり、市内の物件情
報を集めているものの、現実的には非常に困難な状況です。
意見、要望等を伺いながら今後の課題として様々検討し
ます。 【総務課】

Q 税の公平性を考え、差し押さえ等の滞納処分を実施すべきと考えるが。

《 公平な滞納処分の実施と、建物解体後の宅地特例制度延長を 》

A 県の事業を活用し支援を受け、滞納処分等への対処方法や情報提供を受けています。
引き続き自主的な納税を促しつつ、悪質な場合は差し押さえの実施も検討しています。

Q 令和３年度をもって建物解体後宅地の固定資産税優遇の特例制度が終了するこ
とから、避難を続ける町民の負担が増す。救済措置の検討や、特例措置の延長
を要望すべき。

A 特例制度の延長について町村会で国へ要望を実施しています。引き続き対応を要望し
ていきます。 【税務課】

Q 熱中症対策との両立が大変だと思うが、体育の授業や
空調関係等の取り組みは。

《 学校での新型コロナウイルス対策について 》

A 体育は運動中はマスクを外し、密にならないように授業を実施
しています。空調についても全教室冷房を完備しており、換気
をしながら対策しています。こども園についても普段の遊びか
らなるべく離れ、プール等も２班体制にするなど工夫しています。 【教育総務課】

未対応の道路沿いの竹薮

解体され更地となった旧合宿センター

今年度末で移転予定の郡山支所

総務文教常任委員会
※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

総務文教常任委員会が調査した   主な事業について報告します。

とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号17 1616
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○
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わ
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○
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○
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課

○
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課

○
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づ
く
り
課

○
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○
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興
課

○
生
活
環
境
課

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q 昨年度実施した都市計画事業を今年度の事業にどのように生かしていくのか。
《 都市計画事業、昨年度の成果を今後どう生かすか 》

A 昨年度は用途地域検討業務を委託し、基礎調査、土地利用状況調査を実施しました。
今年度はそれらの情報を元に上位計画となる都市計画の検討を進め、どのように土地
利用の誘導を図るかを検討します。　　　　　　　                            

Q 特別養護老人ホームの利用者家族以外の子どもなどが利用した場合に目的外使
用とならないか、様々な利用者を想定した施設整備となっているのか。

《 多くの交流を生み出す共生型サポートセンターへ 》

A 現在整備が進んでいる地域交流館との連携もありますが、この施設の利用に際しても
様々な方々に利用いただきたいと検討しています。授乳室等も整備し、簡単な遊具等
の設置は今後検討します。福祉避難所としての活用や、イベントの実施など、多くの
世代の交流の場として活用できるよう検討します。　　　　　　　　    

Q 検査された野菜で基準値越えは見受けられないが、種類等で特徴や傾向がある
のか。

《 食品の放射線量検査、種類による特徴は 》

A 畑で収穫される時期的な野菜では基準値越えはありません。山菜やキノコ類について
は未だ基準値を超えるものが多いです。

Q 前年比で鳥獣被害が減少し、町内においても昼間イノシシを見かける件数が減っ
ていると感じる。油断するとまた増加が懸念されるが今後の対策について示せ。

《 継続的、効果的な鳥獣対策を望む 》

A 現状、数は減っていないと考えます。ある程度住み分けができてきたとの認識であり、
引き続き電気柵の貸出し等広く案内します。

Q 富岡川の藪に入っていくイノシシの姿を見かけるが、その対策をどのように考え
ているか。

A 川沿いが住処となっていることから、今後河
川を所管する福島県と協議の場を設けます。

【産業振興課】

Q 昨年度、春秋各１回ずつ２回実施の予定が春のみの１回となった。既存の行政区
頼みではなく参加者を増やしていく施策が必要と考えるが。

《 花いっぱい運動、積極的な参加促進対策を 》

A 行政区に未加入の方に新たに行政区に入ってもらう、また関係団体や事業者にも声か
けをして、周知していきます。

Q
《 豪雨による道路冠水対策を 》

A その部分のみ対処しても全体的な飲み込みで対応が困難な状況です。現状では豪雨時は
事前に職員等配置し誘導するような対策しかなく、全体的な道路設計の見直しをする際
に考慮します。　

【都市整備課】

適切な管理が求められる富岡川の河川敷

産業厚生常任委員会が調査した　主な事業について報告します。

【福祉課】

多世代間の交流の場へ（共生型サポートセンター整備イメージ図）

【健康づくり課】

いっそうの賑わいが求められる
花いっぱい運動

豪雨により警察署付近の道路が冠水する場合がある。生活道路であり、町民か
ら不安の声が聞こえるが対策は出来ないのか。

【都市整備課】

【生活環境課】

とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号19 1818



全員協議会

20とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号21 2020

【
里
山
再
生
事
業
】

問　
本
当
に
山
を
復
活
さ
せ
る

に
は
遊
歩
道
等
の
除
染
の
み
な

ら
ず
腐
葉
土
等
の
掻
き
だ
し
に

よ
る
除
染
も
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
。（
安
藤
正
純
）

答　
復
興
庁

　
広
範
囲
の
森
林
除
染
は
土
壌
の

流
出
や
地
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、

根
本
的
な
取
り
組
み
に
は
ま
だ
課

題
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
す
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
よ
う

な
場
所
で
こ
の
事
業
を
実
施
し

て
い
っ
た
場
合
、
こ
の
ペ
ー
ス
で

何
年
か
か
る
の
か
、
考
え
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
復
興
庁

　
事
業
の
効
率
化
・
合
理
化
を
図

り
、
よ
り
短
期
間
で
の
事
業
実
施

に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
一
般
の
家
庭
の
裏
山
な
ど
が

こ
の
事
業
で
対
象
と
な
ら
な
い

の
は
問
題
で
あ
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
復
興
庁

　
里
山
の
定
義
、
捉
え
方
に
も
よ

り
ま
す
が
、
要
件
を
満
た
す
と
判

断
さ
れ
れ
ば
対
象
に
な
り
得
ま
す
。

【
富
岡
駅
前
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
】

問　
駅
前
の
一
等
地
の
大
半

を
町
で
取
得
す
る
よ
う
な
や

り
方
で
は
な
く
、
民
間
の
力

を
大
い
に
入
れ
る
考
え
を
持

つ
べ
き
と
考
え
る
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
主
幹

　
商
業
区
画
の
土
地
利
用
に
関

し
て
は
、
ご
意
見
を
ふ
ま
え
つ

つ
検
討
を
深
め
ま
す
。
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害
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備
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あ
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津
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災
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、
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。

（
堀
本
典
明
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企
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こ
の
施
設
の
高
さ
や
構
造
を

利
用
し
て
避
難
経
路
を
複
数
確

保
し
、
高
台
に
逃
げ
る
避
難
経

路
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

【令和２年９月８日開催】
富岡町里山再生モデル事業の状況報告と里山再生事業について

①除染（平成29年～平成30年度実施）
　グリーンフィールド内の3.4haと周辺遊歩道両側概ね５mについて表土削り取りを行い、遊歩道

平坦部には覆土を施しました。

②森林整備（平成29年～令和元年度実施）
　スギ・ヒノキ人工林の間伐、アカマツ・コナラ天然林の更新伐等を実施しました。伐採木は一定

の長さに切り揃え、森林内に分散残置しました。

１） 里山再生モデル事業結果  （復興庁・林野庁・福島県）

２） 里山再生モデル事業から『里山再生事業』へ

高さ1ｍの平均値
（単位：μSv/ｈ）

除染前 除染後
低減率H29.10

〜 H30.9
H29.10
〜 H30.10

81箇所平均
（グリーンフィールド） 1.42 0.56 61%

234箇所平均（遊歩道中央部） 1.04 0.66 36%

586箇所平均（遊歩道両側） 1.31 0.96 27%
除染実施前

実施前

除染実施後
環境省による解体工事が進むリフレ富岡

実施後

森林整備の結果
○表土の流出が抑制され、水源涵養機能、山地災害防止

機能等の公益的機能の発揮も期待。
○安全・安心・快適に散策できる森林空間に変化し、散

策やランニングコースとしての利用も確認。
○延べ524人の雇用が生まれ、林業活動の継続が図られた。

③線量測定（平成29年～令和元年度実施）
　モデル地区内の空間線量率を毎年測定し、あわせて個人被ばく線量を測定しました。想定される

利用形態（滞在時間83分）を設定し、1回の利用に伴う個人被ばく線量は、0.6μSvでした。

モデル事業の効果
○除染によって線量が低くなったことなどにより、住民の帰還に向けた環境づくりに寄与したと考えられる。
○除染と森林整備を一体的に実施することにより、快適な森林空間を創出し里山の再生に寄与したと考え

られる。

【対　　象】
○住民が身近に利用してきた住居周辺の里山（森林公園・遊歩道・キャンプ場等）

【事業内容】 
①除染②森林整備③線量測定の3つの構成事業のうち市町村の要望に応じ、2又は3事業を組み合わせて実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　 個々の事業地の実施期間は、概ね『３年間』とする

空間線量率（結果）

【令和２年８月12日開催】
◆富岡町健康増進センター再構築に係る検討状況について （健康づくり課）

＜概　要＞
○エリアマネジメントの観点から、健康増進施設単体での事業化でなく、周辺施設との複合案件化

も検討（運動施設・高齢者福祉等）
○健康増進施設に必要な機能の検討状況について
　例）温浴・宿泊・運動・物販・飲食・会合・情報・外構　など
○利用者数試算（周辺施設利用者数との比較による目標値）
　70,000人/年間

【令和２年９月８日開催】
◆富岡駅前にぎわいづくりに係る経過報告

○富岡駅前整備のコンセプト　『災害への備えとにぎわいを併せ持つ複合空間』
○災害への備え、にぎわい、美しい景観等の眺望、保留地の利活用　⇒　複合交流施設の整備へ
○複合交流施設整備コンセプト
　「安心安全の場所づくり」「人が集まる場所づくり」「新たなチャレンジを応援する場所づくり」
「海が見える原風景の場づくり」

○施設イメージ図（現在、機能の配置や規模感について様々な面から検討を進めています）

（企画課）

※全て検討中のイメージ図です。

A 案 B 案 C 案
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健
康
増
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セ
ン
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ー
再
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築
】
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概
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か
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安
藤
正
純
）
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健
康
づ
く
り
課
長

　
整
備
す
る
機
能
の
絞
り
込
み

や
規
模
の
検
討
を
実
施
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お

り
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現
時
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お
示
し

で
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ま
せ
ん
。
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ン
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ン
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を
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進
め
ま
す
。
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（
安
藤
正
純
）

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
施
設
規
模
は
縮
小
で
検
討
し

て
お
り
、
駐
車
場
、
ア
ク
セ
ス

の
観
点
か
ら
も
検
討
を
進
め
ま

す
。
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Step.18復興へのあゆみ復興へのあゆみ
富岡校自然体験学習富岡校自然体験学習

小中学校学習発表会小中学校学習発表会

令和２年度ダイヤモンド婚・金婚式表彰令和２年度ダイヤモンド婚・金婚式表彰

　令和２年９月４日に町立富岡小学校では自然体験学習が開催されました。
楢葉町の木戸川渓谷にて、自然と触れ合い、森の案内人の方々から様々な説
明を受けました。
　コロナ禍での貴重な自然体験の機会となりました。

◆三春校学習発表会（令和２年10月24日開催）
　　『仲間とともに「ありがとう」を届けよう』

のテーマで、幼稚園・小学校・中学校の子ど
も達による各種発表や、劇、合同のよさこい
などが披露されました。

　新型コロナウイルス感染症予防対策により令和２年度敬老会は中止となりました。
　令和２年９月18日に町役場２階正庁においてダイヤモンド婚・金婚表彰を執り行い、プラチナ婚１組、
ダイヤモンド婚６組、金婚40組のご夫婦が表彰されました。

森の案内人より説明を
受ける小学生

ダイヤモンド婚受賞者の皆さん 金婚受賞者の皆さん

自然の中でいっぱい
勉強したっぴ♪

◆第１回『永桜祭』（令和２年10月31日開催）
　　中学校の総合学習の発表や小浜風童太鼓、小

学校の劇、  合同のよさこいが披露され、昼食
は鳥藤本店様のご厚意により「浜鶏ラーメン」
が振る舞われ、みんなで楽しみました♪

仲間と共に届けた「ありがとう」

三春校

富岡校

Be together as one ～心を一つに～

とみおか議会だより 204 号とみおか議会だより 204号23 2222

原子力等
特別委員会ALPS処理水について徹底議論!!

Q

Q

Q

A

A

A

要望② 第二原発の使用済燃料取り出し工程について

要望① 様々な状況を想定した注水停止
　　　 試験の実施を

遠藤一善議員

堀本典明議員

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

福島第二原子力発電所の廃炉に関する使用済燃料の取
り出しについて、乾式キャスク及びプール保管とある
が取り出しは号機ごとか、それとも燃料ごとの年数経
過、冷却状況で判断し、それぞれ実施するのか。

試験の結果を元に１週間、２週間と長期の温度変化を事
前に想定、予測することで万が一のトラブル発生時の住
民の安全安心の確保につながると考えるが。

基本的に冷却されているものから取り出し、乾式キャス
クへ保管します。乾式キャスク等の設置の進め方につい
ては、廃止措置計画の認可後、安全面の配慮などについ
て地元に説明をさせていただきます。

シュミレーションを実施し、長期間の注水停止状況も
想定、検討しています。注水の停止を管理することで
廃炉等の作業も進めることができると認識しており、
引き続き結果をしっかりと評価してまいります。

【令和２年９月８日開催】

◆丁寧かつ正確なALPS処理水説明を   （安藤正純　議員）

◆注水停止による汚染水の発生を抑制する検討は  　  （渡辺正道　議員）

◆国の処分方針決定前に住民理解への努力を  　　　  （渡辺三男　議員）

国及び東京電力によるALPS処理水の説明内容では一般町民の誤解を招きかねない。ALPS処理水に含まれる核種
や通常運転時、事故後の比較内容等詳細なデータを広く正確に周知すべきと考える。

注水を停止しながら原子炉や落ちたデブリを管理することが出来れば、汚染水の発生量を抑制し、タンクの残
量に余裕が持てるのではと考えるが、それらの可能性について検討しているのか。

国が方針を示す時期が迫っている中で、ホームページや廃炉資料館で詳細を説明しても一個人は理解が難しい
と思う。トリチウム以外の核種や事故により発生した物質等について、どのように説明していくのか。

トリチウムの情報が先行していると認識しており、処理水に含まれるそれ以外の核種に関する詳細情報につ
いて資料を作成し、より分かりやすく説明してまいります。　　　　　　　　　　　　　　  （東京電力HD㈱）

現時点において、注水を停止する事により汚染水の量を減らすというところまでの検討はしていません。ご
指摘のとおり、原子炉、デブリの冷却管理だけでなく、汚染水発生量低減にもつながる可能性もある為、今後、
検討させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            （東京電力HD㈱）

国の決定時期は不明ですが、国に対してもご指摘の説明はしています。引き続き廃炉資料館や動画等で分か
りやすい説明に努めていくことが我々の立場であると認識しています。　　　　　　　　  （東京電力HD㈱）



●12月定例会は、16日（水）～18日（金）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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Ａ. 富岡町にスーパーや飲食店などのお店を増やしたら少しずつ人が増
えて賑やかになると思います。地元の企業などと協力して高校生な
どとイベントを開き、富岡町民の方と若者と交流するのも一つの案
だと思います。

Q. 今後、富岡町が交流や賑わいを取り戻すのに必要なこと
　 はどのようなことだと思いますか？

Ａ. 初めて富岡を訪れたとき、海風がとても気持ちいい町だなと思いまし
た。３年暮らした今でも、日々そう感じています。町の変化を肌で感
じ、それを富岡で知り合った人たちと分かち合えることが嬉しいです。

Q. 富岡町の施設や生活環境についてどのように感じていますか。

Ａ. 図書館では、資料を使い、暮らしの疑問の解決や調べもののお手
伝いをしています。再開館から２年半が経ち、その問い合わせは着
実に増えてきました。町民の生活を便利に、より豊かにするために、
資料の整理を進めることが課題です。

　 本年４月からは、２トントラックを改造した移動図書館車の運行が
始まりました。県内６コース16 ヶ所を巡回しています。それぞれ
の場所で生活のこと、ふるさとのことなど、話に花が咲きます。よ
り多くの人に利用してもらうための工夫をためし、安心して過ごせ
る移動図書館を目指して活動を続けていきます。

Q. お仕事（図書館や移動図書館）での今後の展望や感じた
課題、目標などお考えを聞かせてください。

Ａ. 大人も子どもも、何かに興味や疑問を持ったときに、次の行動に向かう活力が生ま
れるのではないかと考えています。本は生涯学習の扉を開く鍵です。図書館は皆さ
んにとって一番身近な生涯学習の拠点として、いつでも側に寄り添う存在でありた
いと思います。

Q. 富岡町の学校教育・生涯学習に必要なことはどんなこ
　 とだと思いますか。また、今度どのように関わっていきた

いと考えますか。

東山恵美さん
【経歴】
出身地：東京都羽村市　出身

●明星大学
　国際コミュニケーション学科卒
●東京都青梅市中央図書館
●東京都福生市立中央図書館
●2018年４月より
　富岡町文化交流センター学びの森
　図書館で勤務

【お知らせ】
◆富岡町に関する資料（本、映像、チラシ等の刊行物）の収集にご協力ください。
◆調べもののご相談や本に関するお問い合わせはお気軽にどうぞ。 こども園でも大人気の移動図書館

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
か
ら
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
終
っ
て
し
ま
う
…
…
そ

の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
桜
ま
つ
り
、
麓
山
の
火
祭
り
や

敬
老
会
な
ど
の
中
止
、
さ
ら
に
は

そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
が
企
画
し
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に
追
い
込
ま

れ
る
な
ど
、
自
粛
生
活
を
強
い
ら

れ
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し「
夜
明
け

前
が
一
番
暗
い
」と
い
う
イ
ギ
リ

ス
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、

苦
し
い
時
こ
そ
、
す
ぐ
近
く
で
光

が
待
っ
て
い
ま
す
。
表
紙
の
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り

輝
く
笑
顔
で
力
強
く
前
に
進
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
気
に
な
る
季
節
で
す
。

ぜ
ひ
お
体
に
は
十
分
ご
留
意
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
佐
藤　
教
宏
）


